
にじいろサポーター
にじいろ福祉会後援会通信

劇団 HASCAP 第７回公演が終了しました 

 
 １１月２６日（土）２７日(日)に予定していた劇団 HASCAP第７回

公演は劇団員のコロナ感染により１月５日（木）の一回公演に延期され

ました。１２月中は練習もままならない状態でしたが無事公演が開催さ

れ終了いたしました。年始めの平日 15:00 開始にも関わらず８０名の

皆さんが観劇されました。ありがとうございました。 

 この公演を成功させるために学生たちはお正月中も自宅で練習して

いたと聞いております。本番直前まで金田一先生の「ダメだし」が続き

ましたが本番では見事にクリアし、観客の皆様から拍手をいだだき、学

生たちは誇らしげに満面の笑顔で終わることができました。 

 次の日の反省会ではそれぞれが「コンコをやりたい」「キツネ母」を

やりたいと来年度の配役を希望していました。第１次オーディションを

今年度中に行う予定です。ご期待ください。 

  

 

 １月２１日（土）ZOOM 保護者懇談会が行われました。そこで普段のチャレンジキャンパスさっぽ

ろ・あとりえ Cの活動の様子や活動で大切にしていることなど話されたことをご紹介します。 

ZOOM 保護者懇談会 

 

 CCS では学生一人一人が成長し大人になるための視点としての項目を目標の中に設定しています。

生活面、仲間作り、仕事、学習面など現時点での到達点に配慮し、卒業時の姿を想像しながら支援して

います。今回はその中でも一番大切にしている。「主体的に行動する」を取り上げてお話ししたいと思

います。 

■主体的に行動する 

 言葉の意味として「自分の意志、判断に基づいて行動する」ことを言います。このことが必要とされ

ている理由は人間が産まれたときには持ち合わせておらず、成長し大人になる過程において獲得してい

く物で、一人の人間として自立して生活するためには必要なのです。 

  

と自分でやらない学生の姿も見られます。CCS では自分でできる事、やれたことがひとつ増えれば社

会的困難さが一つ減り、自分が目指す大人像に近づいていくと考えています。できないから支援するだ

 

 

 

 

 

数年ぶりの最強寒波が入り、寒い日が続いているさっぽろです。サポーターの皆さんはいかがお過ごし

でしょうか。昨年１１月にチャレンジキャンパスさっぽろ（CCS）にも新型コロナウイルス感染症の脅威

がやってきてしまい、１１月２６日、２７日煮予定していました演劇の公演が延期されました。１月に無

事公演が終わった様子と父母懇談会で紹介した CCS の様子などをお知らせします。 

 

 

 

  

 成長するという事 １ ～主体的に行動する～  施設長 

 



知的障がいを持つ人は「意志、判断」に困難さがある事はご存じのことと思います。しかし、人間誰し

も子どもの時は同じ困難さをもっているものです。生活や教育において成長していくことで獲得してい

きます。知的障がいを持つ人は障害を持っていない人に比べて成長の進度が遅い特徴を持っているだけ

です。獲得できないと決めることはないのです。彼らが一歩一歩成長するための時間と教育環境を提供

しているのが CCS だと自負しています。 

 CCS に入学してくる学生たちを見ていると、手厚い支援を受けて育ってきていることがよく分かり

ます。しかし、一方では支援してくれるのを待っている学生、自分でできる事なのに支援をして欲しい

と自分でやらない学生の姿も見られます。CCS では自分でできる事、やれたことがひとつ増えれば社

会的困難さが一つ減り、自分が目指す大人像に近づいていくと考えています。できないから支援するだ

けでは成長がありません。支援する方も彼らも自分の可能性を信じて、できないことにもチャレンジし

てみることが必要なのです。自分でできる事も支援を待つ姿の奥には「失敗したらどうしよう、できな

かったら嫌だ。」などの自信のなさが見えます。「失敗から学ぶ」まさに CCS の精神です。やはり、チ

ャレンジすることが大切です。できた事実、できたという達成感の一つ一つが主体的に行動するための

「自分の意志、判断」の基礎になるのです。 

また、支援については「支援者の意志」が前面に出るとき、「支援を受ける者の意志」を後退させてし

まう事があります。支援を受けること、受けずに自分でやることも、彼らの「意志」に基づくことが主

体的に行動する基礎となるのです。 

 私たち支援する者（保護者も含めて）は一つ一つの「できた、やれた」を成長として捉え、彼らが主

体者としていきていくことを念頭に支援の仕方を考えていきたいと思います。  

 チャレンジキャンパスさっぽろの１年生から専攻科までの成長し続ける様子について、パワーポイ

ントで話した内容を抜粋して以下にまとめましたので、全容をお伝え出来ず残念です。 

 

１年生は・・楽しい！を知る。やりたいと思う。楽しめる心と、やりたいという気持ちが頑張る力になる 

  ・お弁当を持ってくるのか？来ないのか？問題・・ついうっかりお弁当がいらない事を伝え忘れるこ

とも 

・ルール・・間違えてお弁当を持ってきたときは、作ってもらったお弁当をありがたくいただきます。 

・失敗は成功のもとの意味 

  ・１年生あるある① アクションを起こさなくても誰かがやってくれるだろうという態度 

・１年生あるある② 失敗したくない、できる自分でいたい、大人に褒められたいという態度 

   ・本当にできなくて支援が必要なのか・・本当はできることなのか まずはチャレンジ！！ 

   ・楽しい経験をたくさん積んだ１年生  来年は飛躍の年＾＾ 

 

２年生は・・自分崩しの時期 

  ・仲間関係ができて、経験も積み自信が持てるようになってくる 

  ・え？今頃反抗期？   甘えたい自分と、自分でやりたい自分が葛藤してる 

  ・見学旅行は大冒険！仲間との絆が深まる貴重な機会 自分たちで折り合いをつけて計画 

  ・２年生の後半には自信がついてくる。誇れる自分に！ 

 

専攻科は・・大きな集団から 小さな集団へ 

 ・誰かがやってくれていたことや、自分がやらなくても済んだことを自分がやらなくてはならない。 

  自分からやらなくてはならない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「みんなの To be continued」～伸びしろいっぱい私たち～ 倉場友子 



 1年・・緊張がほぐれてきた中で、お互いの関係が大きく育つ時期です。保護者の皆様にとって 

心配になることが多々あったかと思いますが、ちょっとした時間を使って、トランプや 

ボードゲームをするようになり、この時間が、楽しく仲間意識を育てています。 

1年の間に楽しい活動をたくさん経験して、自分から「やりたい」と思えるようになって 

もらいたいと思います。 

2年・・自分がやりたいことがそろそろはっきりしてきた 2年生。チャレンジマーケットでも見学 

旅行でも自分たちの思いが発揮されています。いろいろな失敗はありながらも意欲溢 

れる 3人が、1年生にも優しく、自分がどう行動するか考えている姿に、専攻科に近づ 

いていることを感じるこの頃です。 

 

 

専攻科は・・大きな集団から 小さな集団へ 

 ・誰かがやってくれていたことや、自分がやらなくても済んだことを自分がやらなくてはならない。 

  自分からやらなくてはならない 

 ・出来なくなったのではなく、新しい課題に向き合うために壁にぶつかる 

・チャレンジマーケット・・１人１人が仕事を任され、責任を持って最後までやり切る経験・・任され

て、信頼される自分になっていく 

・やりきる力・・自分で苦手なことがわかってくる。そのためにどうしたらよいかがわかってくる。 

・責任を自覚して、自分を動かしていく主体性が芽を出す 

・役に立つ自分 信頼される自分に誇りを持てるようになってくる 

・コロナ世代  経験していないことは時間が経過しても埋まらない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各学年報告 



第１２回研究発表会を行います 

 専攻科・大きな失敗から今よみがえりつつある専攻科の皆さん。「自分がやる」ことを自覚しだ 

した人から、仲間への働きかけが積極的になっていて、みんなの気持ちが高まって 

きています。仲間関係も専攻科らしいチームワークができつつあり、研究発表会は、 

発表チームと進行チームに分かれ運営します。 

あとりえＣ・仕事がしたいという思いが強くなった 1年でした。じっくり考えじっくり取り組み 

ながら自分のやりたいことを考えてきた人たちが、いよいよ仕事にむけ意欲的に 

見学や実習に取り組み、考えた 1 年でした。今のメンバー全員でディズニーリゾートへも行

き、楽しんできました。 

 

 

昨年の研究発表より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年１２年目となるチャレンジキャンパスさっぽろが毎年続けてきた研究発表会が、１２回目となりま

す。今年はさっぽろコンベンションセンター小ホールをお借りして感染予防に努めながら行います。学生が

今年１年間楽しんでまとめた研究について発表します。 

 

日時  ３月７日（火）  13:00～15:30   

場所  札幌市コンベンションセンター 小ホール 

内容  一年間の活動紹介（VTR） 

    研究発表 

    専攻科、あとりえ C による空手演舞 

    外部講師紹介（VTR） 

    年間MVP発表 

 

  

ＣＣＳ恒例 成人式を行いました。 
今年は 2 年生 3 名の方々が成人となりました。感染予防のため、コンベンションセ

ンター204 の広い会場で行うことにしました。進行は専攻科１年生の皆さんが企画・

司会まで頑張って進めてくれました。保護者の皆さんからお預かりした小さなころか

らの写真など見ていくうちに、お一人お一人の成長が感じられました。保護者の皆さ

んから、ご本人にあてたお手紙には、大人となった我が子への思いを感じ、他の学生

も感動する様子がありました。 

その後は余興として、各学年からのお祝いの出し物があり、成人を迎えた 2 年生か

らも手話による歌を披露され、楽しく終了となりました。開所３年目から続けている

「成人式」ですが今年はすべて学生達の手によってすすめられました。ＣＣＳも成長

していると感じた成人式でした。 

チャレンジキャンパスさっぽろでは成人年齢は引き下げられましたが2年生の冬1

月に成人式を行うこととしました。専攻科（3 年生）になるタイミングで大人として

自覚を持ち春から大人として認められる活動に向かって欲しいと考えています。 

 


